
士
以
下
の
役
懸
あ
る
者
に
、
加
に
役
料
と
し
て
知
行

青
給
せ
ず
、
銀
若
干
を
典
へ
て
之
に
日
て
る
も
の
が

あ
っ
た
。
役
料
銀
と
い
ふ
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

ヤ
ケ
ヤ
マ

焼
山

河
出
刑制本
木
の
う
ち
小
杉
部

訴
の
北
に
在
る
山
。
お
さ
一
入
丸
米
。
地
質
第
三
紀

服。

せ
ら
れ
、
必
ず
土
師
酬
を

U
て
総
ら
し
、
門
・長
屋
・物

見
を
設
け
、人
持
組
の
士
以
上
に
は
必
門
も
あ
っ
た
。

表
門
の
内
に
桝
旗
門
が
あ
り
、
式
円
以
前
に
は
鏡
石
が

あ
っ
た
。
来
初
詣
の
鏡
石
を
踏
む
時
は
、
雨
試
に
拘

ら
ず
従
者
に
拙
へ
し
め
た
太
白
絡
の
門
出
草
川
聞
に
努
き

代
へ

、
そ
れ
を
一
服
草
脳
と
い
う
た
。
邸
宅
の
椛
遣
も

融
商
に
限
じ
て
草
作
示
あ
っ
た
が
、
そ
の
完
附
し
た
も

の
に
は
式
勾
・
中
式

-M・
使
者
の
閉
・
次
の
間
表
箆

蚊
・
門
的
康
政
・脆
間
・都
知
・茶
室
・鴨
川主
民
間
・綿
子
居

間
・安
室
時
間
・
隠
居
間
山
・納
戸
の
刷
・
化
粧
の
間
・茶

の
間
〈
叙
予
の
聞
と
も
い
ふ
Y
次
の
間
・ぷ
腕
・湯
段
・

物
芭
・用
人
部
屋
・若
誕
部
屋
・上
下
川
田
所
等
が
あ
り
、

二
階
越
は
積
め
て
少
〈
、
小
者
の
部
屋
と
既
と
は
門

刊
に
在
っ
た
。
自
分
知
三
千
石
以
上
の
士
は
別
に
下

屋
脚
却
を
有
し
、
そ
の
中
に
階
肢
を
住
せ
し
め
た
。

(一一
U

足
腕
容
の
屋
敷

l
足
腕
そ
の
他
組
小
岩
の
邸
地

は
大
山
聞
と
栴
し
、

一
組
に
就
い
て
庖
釧
し
、
そ
の
中

を
各
自
に
分
別
し
た
。
土
桝
は
沿
〈
、
dM
さ
七
尺
前

の
彰
又
は
木
経
の
生
知
一
で
同
ま
れ
、
門
戸
な
〈
、
長

岡
田
な
〈
、
式
訴
な
〈
、
二
併
が
な
い
。
若
し
こ
附
を

諮
れ
ば
、
去
問
か
ら
は
M
T
屋
に
見
え
る
や
う
に
低
〈

話
。
、
お
口
に
の
み
窓
宇
一
聞
い
た
。

2
5彼
下
回
出
蚊
坪
数

l
滞
よ
り
止
法
巾
肱
同
士
以
下
に
下

附
す
る
庖
似
坪
数
は
、
出
泊
二
年
十
一
月
の
令
に
よ

っ
て
在
の
如
〈
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
後
"
に
在
っ
て

も
大
綱
は
是
よ
り
出
る
こ
と
が
な
い。

千

六

百

歩

一
政
石
か
ら
九
千
石
迄

千
四
百
歩
入
千
石
か
ら
七
千
石
迄

千

二

百

歩

六

千

-石か
ら
尻
千
石
迄

九

百

歩

四

千

石

か

ら=一
千
石
迄

以
上
若
し
知
行
に
端
数
が
あ
る
附
付
、
五
百
石川
H

上

へ
付
け
、
間
百
丸
十
石
ま
で
は
下
へ
附
け
た
。

八
百
歩
二
千
九
百
石
か
ら
ご
千
六
百
石
迄

付
仮
お
』
と
あ
旬
、
領
内
に
益
す
る
薬
草
を
悉
〈
潟

生
し
た
も
の
で
、
内
山
m
M
仲
の
撰
に
係
る
。

ヤ
グ
チ
矢
口

金
仰
の
部
地
名
。

中
時
旧
か
ら
宮

腹
仲
間
訟
に
削
る
聞
の
惣
抑
制
で
あ
っ
た
。
組
出
国
記
に
、

石
川
部
宮
腰

・
大
野
等
の
も
の
が
、
金
仰
の
城
下
に

入
る

口
で
あ
る
か
ら
、
家
ロ
の
殺
な
る
べ
く
、
泉
町

の
人
口
を
間
口
と
い
ふ
類
だ
と
し
て
ゐ
る
。

ヤ
タ
ビ
キ

役
引

一
指
数
の
時
、
首
役
を
敏
勤
す

る
こ
と
そ
い
う
た
。
叉
士
の
知
行
に
樹
笛
す
る
役
銀

上
納
宇
一
犯
除
せ
ら
れ
る
混
合
を
い
ふ
こ
と
も
あ
っ

た
。
例
へ
ば
、
『
月
番
加
判
彼
仰
付
候
得
者
五
千
石

引
。
御
城
代
御
用
・御
勝
手
方
御
用
に
は
役
引
無
之
。

組
以
千
石
引
。
』
と
い
ふ
が
如
き
は
、
五
千
石
叉
は
千

石
に
鉛
す
る
役
銀
上
納
を
嬰
せ
ざ
る
訟
で
あ
る
。

ヤ
タ
マ
ヤ
h
y

設
問
役

4
ヤ
ク
ギ
ソ
役
銀
ハ
金

保
)
。ヤ

グ

ラ

矢

倉

矢

合

付
、以
内
は
勿
論
、
務
士
民

郎
の
長
震
に
も
滞
初
以
来
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
法
治
二
年
七
月
九
日
の
令
に
、『
目
的
屋
蚊
長
田
屈
の

制
に
矢
れ
仕
候
儀
御
停
止
に
候
。
』
と
あ
っ
て
、
将
来

日
抽
出
血
す
る
こ
と
を
禁
止
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
在
来
の

も
の
は
肉
そ
の
ま
L
で
あ
っ
た
が
、
趨
h
H

火
災
等
に

失
は
れ
、
容
林
幼
惣
州
刑
土
間
際
の
前
削
平
太
夫
邸
の

H
K
旧
民
に
の
み
品
川
矢
合
を
存
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も

賀
川
町
九
年
の
火
災
に
縫
っ
た
。

ヤ
グ
ラ
ダ
-
一
矢
猿
谷
羽
咋
郡
抑
制
叫
一
比
に
臨
す

る
部
W

問。

ヤ
グ
ラ
ダ
ニ
ス
ミ
ヨ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ
矢
簸
谷
住
吉

神
社
調
羽
咋
郡
矢
縦
谷
に
銀
出
す
る
。

小
嗣
で
あ
る

が
、
迎
枇
で
あ
っ
た
。
今
は
出
に
伎
昔
前
枇
と
刑
制
す

旬。。

ヤ
ケ
ヤ
マ

焼
山

以
来
市
首
自
の
う
ち
削
代
部

富
市
の
南
方
に
在
る
山
o
u
M
さ
制
上
測
定
三
四

O
米
。

地
質
第
三
紀日間。

ヤ
ゴ
ア
ゲ
チ
マ
チ

屋
後
上
池
町

金
仰
の
初
出
町

名
。
元
職
九
年
の
地
子
町
肝
関
税
許
附
に
、『
古
削
指

町
・
屋
後
上
地
問
』
と
あ
る
。
こ
の
町
名
は
今
削
耐
え

て
、
所
在
明
ら
か
で
な
い
。

ヤ
ゴ
ウ
ヂ
屋
後
氏

元
幹
元
ご
年
の
士
帳
に
、

牢
役
衆
二
百
石
屋
後
奥
助
、
大
間
打
百
石
屋
後
治
右

衛
門
が
あ
り
、
抱
永
四
年
の
士
幌
に
は
、
御
府
組
二

百
石
箆
後
興
助
・
御
傍
衆
二
百
石
御
銭
抱
伐
印
刷
器
行

屋
後
次
右
衛
門
が
あ
る
が
、
白
文
元
年
の
士
版
以
後

屋
後
氏
の
も
の
は
見
え
な
い
。
又
古
〈
天
正
切
に
は

村
井
長
般
の
院
に
箆
後
太
右
衛
門
が
あ
っ
た
司か
、
そ

の
子
孫
も
な
い
。
村
刻
家
担
に
同
印
後
を
口
出
後
野
に
作

る
も
の
は
、阿
引
を
柏
野
に
作
る
の
獄
で
非
で
あ
る
。

ヤ
コ
モ
ノ
ガ
タ
リ

野
狐
物

穏

一

加
0

・平和=一

年
に
成
っ
た
も
の
で
、
大
槻
湖
元
の
統
刑

m判
を
稗

史
民
に
取
鋭
う
た
も
の
で
あ
る
。
見
附
大
脇
池
又
は

越
路
加
賀
見
等
制
践
の
も
の
よ
り
も
古
い
。

ヤ
ゴ
ロ
ジ
マ
矢
頃

島

石

川
淵
山
帰
郷
に
闘
す

る
部
首
問
。
初
め
は
叫
閥
抗
郎
ぬ
と
い
ひ
、
見
文
十
年
の

村
御
印
に
は
矢
地
局
と
し
て
あ
る
。

ヤ
ザ
キ
矢
崎

能

楽
州
制輸
出
郷
に
因
す
る
邸
w
m
o

ヤ
シ
キ

屋

磁

こ

U

諸
士
の
邸
宅

l
屋
川
酬
と
は

元
来
邸
地
の
臨
時
で
あ
ろ
が
、
諸
士
の
邸
宅
を
も
し
か

呼
ん
だ
。
邸
地
は
諸
士
の
知
行
に
州
じ
て
滞
か
ら
給

役
科

ヤ
ナ
リ
ヨ
ウ
ギ
ン

役
科
銀

料
知
。

加
賀
山
部
で
は
、
.牛

ヤ
h
y
リ
ヨ
ウ

ー
リ
ヨ
ウ
チ

ヤ
ク
l

ヤ
シ

ヤ
シ
ホ
ノ
ミ
ナ
ト
八
潮
の
漢
江
川
山
川
相
潮
給
制

か
み
出
と
い
ふ
は
柴
山
均
の
訟
り
の
平
山
で
あ
る

が
、
此
の
間
山
を
入
制
聞
の
泌
と
い
う
た
と
鮮
へ
る
。
む

同
舟
の
入
っ
た
所
で
為
る
か
ら
泌
と
い
う
た
の
で
あ

ら
う
と
、
笈
恕
紀
問
に
は
記
し
て
ゐ
る
。
湖
水
が
潮

諮
か
ら
篠
原
を
綻
て
阪
に
辿
じ
て
ゐ
た
銘
に
、
こ
L

に
撲
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
設
は
間
割
強
に
過
ぎ
ぬ
。

七
百
五
十
歩

二

千
五
百
石
か
ら
二
千
石
迄

六
百
歩
千
九
百
石
か
ら
千
一
泊
百
石
迄

訂
百
託
十
歩
千
四
百
石
か
ら
千
百
石
迄

}
乱
首
歩
千
石
か
ら
八
百
石
迄

四
百
歩
七
百
石
か
ら
沢
一
白
石
迄

一二

百

歩

四

百

石
か
ら
三
百
石
迄

二

百

歩

二

百

石

か

ら

百

石

室

以
上
の
知
行
に
端
数
が
あ
れ
ば
、
一点
十
石
か
ら
上
へ

付
け
、
四
十
九
石
迄
は
下
へ
附
け
た
。

百
二
十
歩
九
十
石
か
ら
六
十
石

御
切
米
百
四
山

七

十

歩

五
十
石
か
ら
御
切
米
五
十
依
迄
。

御
歩
之
者
母
衣
者
御
録
用
者
一
五
十

依
か
ら
内
で
も
此
歩
数。

近

十

歩
御
銭
飽
之
者
共
外
指
除
坊
主

・
御

関
指
。

三

十

歩

御

小
人

七

十

五

歩

λ
持
下
屋
敷
百
石
市
り
。

百
じ

十

歩
町
随
者
凱

千
百
一
丸
十
歩
奥
力
千
石
之
泊
。

ヤ
シ
チ

雨期
七

金
的
で
は
、
行
勾
の
恒
治
ょ
。

間
関
に
し
て
奇
僻
あ
る
者
守
、
俗
に
鮒
七
と
い
う
た
。

加
賀
古
跡
考
に
、
石
川
市
大
野
村
の
船
田
町
某
の
下
人

に
揃
七
と
い
ふ
者
が
厨
て
、
甚
だ
奇
仔
の
あ
っ
た
こ

と
を
蹴
せ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
か
ら
鎧
っ
た
名
椛
で
あ

戸勺
p
h
J
O

八
五
九


